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議題１ スズメバチ営巣駆除業務委託事業について（報告） 

 

１ 事業実施の経緯 

 スズメバチは、晩春から初冬にかけて営巣（※）をつづける昆虫です（別添 1）。

「害虫」と思われがちですが、農作物や庭木に付く毛虫やイモムシを捕食するな

ど「益虫」の面もあります。 

 その一方で、スズメバチ刺咬による死亡者数は、全国で毎年約 10～20 名以上と

報告されています（別添 2）。その死亡原因の多くは、ハチ毒に対するアレルギー

反応（以下、アナフィラキシーショック）であり、特に高齢者では致死率が高く

なります。スズメバチは凶暴で攻撃性が高いことに加え、刺された場合にアナフ

ィラキシーショックを起こす危険性も高いことから、駆除経験のない個人で対処

することが最も難しい虫の一つです。 

 寝屋川市でも毎年ハチの巣の駆除に関する相談は一定数ありましたが、増加傾

向が顕著に見られ、令和 5 年度では 100 件以上となりました（別添 3）。巣の駆除

については、前述の理由により駆除業者に依頼するよう助言していましたが、駆

除費用は一般的に数万円と高額になることから、駆除依頼の遅れによる周辺住民

への被害発生及び拡大を懸念し、スズメバチの刺咬被害を未然に防止することを

目的として、市民の命と安全安心を守るため令和 6 年度から「スズメバチ営巣駆

除業務委託」を実施しました。 

（※）
営巣とは、ハチが巣作りのために活動していることをいう。 

 

２ 事業概要、申請について 

 ⑴ 概要 

  ① 対象者：市内の私有地を所有、使用または管理する者 

        （一般住宅や店舗および事務所など、公共施設以外） 

  ② 駆除の対象となるハチの巣： 

   ア スズメバチが活動中の巣のみ 

   イ 住宅地や通学路など日常的に人が出入りする場所付近の巣 

  ③ 費用：全額市が負担 
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 ⑵ 申込方法及び申請後の流れ、対象外について 

  ① 保健衛生課に電子申請する（入力：氏名・電話番号・巣の詳細等） 

    ※電子申請が入力できない方は、委任状を提出（別添 4） 

  ② 市から指定業者へ駆除を依頼する 

  ③ 指定業者から申請者へ架電し、駆除日程を調整 

  ④ 指定業者が駆除作業のため現地へ赴く（要立会） 

  （注意点）アシナガバチやミツバチなど、その他のハチについては事業対象外。 

 また、市を通して指定業者に依頼した場合のみ対象となり、駆除後の申請は対象外。 

 

 

 

 

 

 

３ 実績 

 ⑴ 周知 

  ① 市広報紙へ掲載（7 月号、8 月号、9 月号） 

  ② 説明会参加（市政協力委員自治推進協議会、地域協働協議会関係者会議） 

  ③ 報道提供 

  ④ 市環境フェアでブース出展など 

 ⑵ 申請件数 67 件（令和 7 年 1 月 15 日現在）  

 

 

 

 

 

 

 

 

アシナガバチの巣 ミツバチの巣 
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（別添 1）スズメバチの一年の活動及び生態 

 

体 長 約 20～40 ミリメートルとハチの中でも大型 

性 格 巣に近寄るだけで攻撃してくるほど、非常に攻撃的 

特 徴 体は黄色と黒色でずんどう体型。直線的に飛ぶ。 

  □巣：4 月～11 月頃にかけて作成。マーブル模様で丸く出入口は 1 つ。 

      巣は 1 年限りで中は空になり、残った巣が翌年に利用されることはない。 

 

   コガタスズメバチ         キイロスズメバチ  

   特徴：黒色で胸部背面に黄斑はない     特徴：黒色で胸部背面に黄斑がある  

   営巣場所：生垣や庭木           営巣場所：軒先や屋根裏などの閉鎖空間  
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（別添 2）全国のハチ刺咬による死亡者数 

 

（別添 3）寝屋川市のハチに関する相談件数 
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（別添 4）委任状 

 

 


